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                                                                ９９０１２９z  佐藤勇弥
「イスラム原理主義」この言葉を聞いたことが無い人はほとんどいいないだろう。

（中略）イスラム原理主義を簡単に説明すると、イスラム創始者であるムハンマドが生きていた頃の原始イスラム教の教えに立ち帰ることを旨とし、原始イスラムから長い時を経て次第に変質していった現代イスラムを批判する主義を言う。そして、この考えを忠実に実践している人々をイスラム原理主義者と呼ぶのである。一口にイスラム原理主義といっても、どれだけ原理に立ち帰るのか、現代社会との接点をどこに求めるのか等、実際には集団の数だけイスラム原理主義があるといっても過言ではない。がしかし、すべてのイスラム原理主義に貫かれていることは、現代社会に適応して変質してしまったイスラムを否定し、イスラムが誕生した時そのままの輝きを取り戻そうと考える強烈な復古思想である。こうした考えが過激思想と呼ばれる所以である。

しかし、こうした姿勢は何もイスラムだけに見られるものではない。ほとんどのメジャーな宗教には必ず原理主義が存在している。キリスト教原理主義も存在している。教会や宗派に属すことを拒み、儀式や伝統を否定し、ただイエスの言葉のみを信じる「イエス個人信仰」はまさにキリスト原理主義の代表といえる。また、プロテスタント諸派の中には新約聖書のみを用いるものがあるが、これも広義においてはキリスト原理主義に組み込んでもよいだろう。

（中略）このように、原理主義とは異端であり反体制派であるかもしれないが、危険思想と言うわけではない。むしろ宗教の本質を問い直す真撃な試みであるとも受け取ることができ、キリスト教においてはマルティン・ルターがカトリックに対して興した宗教革命もまた、当時は原理主義であるとみなされていたのだ。イスラム原理主義＝テロリズムの図式は、大方がイスラムを脅威と受け止める西洋世界によって作り出された誤ったイメージであるが、状況が複雑化した現代においては、テロリストがこうした状況を利用し、イスラムもしくは原理主義をみずからの都合の良いように利用している側面もある。こうした動きが、イスラムや原理主義という言葉に毒々しさを添えているという事実は、宗教と悪性権力が結びついた場合のタチの悪さをそのまま表しているといえよう。

（中略）我々は彼らの考えにいまだついていけない。当然である。物質主義を生みだした、自らの欲望のままに突き進むことが正しいとされる資本主義で飼い慣らされた我々、金（利益）を唯一かつ絶対の共通価値と信じて疑わなかった我々、そんな我々に彼らの動きを読むことは出来ない。しかしこのままでは、イスラム原理主義テロリズムの脅威から逃れることもまた、できないのだ。我々は今このようなジレンマにある。イスラム原理主義テロリズムは、「神」の存在を忘れ果てた我々に対する、強烈な警告であるのかもしれない。    Editor   Minegishi  Hiroshi

                                   http://www.office-freedom.org/ ～イスラム原理主義とは何か［1］～  より

１．はじめに

 封建主義、帝国主義などの圧政の時代は過ぎ、人々はある程度の自由を手に入れることができた。自由が認められるようになった現代社会。人は自分のやりたいことをし、信じたいものを信じている。「なにを信じても良い時代」。魅力的なことばのようだが、むろん危険性は含んでいる。日本の宗教に限って考えてみても、オウム真理教をはじめ、法の華教団など、その影響の大きさを見過ごすことは出来ない。しかも、信仰者以外にも被害が及んでいることが一番の問題なのである。あるところでは殺人まがいのことをし、ある所では高額な御布施金を奪い取り、病人をホテルに連れ込んでミイラにしてみたり…。

 世界において考えても、それの影響は例外ではない。現在起きている紛争の殆どの原因が宗教または民族の紛争だといわれている。人々を平和に導くはずの「自由」が世界中に憎しみに満ちた争いを生んでいる。カトリックとプロテスタントの対立が発端となっっている北アイルランド紛争、未だにテロ活動は続いている。旧ユーゴ紛争、アフガニスタンでのイスラム原理主義と非イスラム原理主義による紛争。そして、紛争ではないが記憶に新しい「キルギス日本人鉱山技師拉致事件」。何故その様な紛争がそう頻繁に起こるのだろうか。「自由」とは私達を縛り付けるものなのだろうか。そんな事を考えさせたHPが上記のものであり、この題材を選んだきっかけになった。最初はイスラム原理主義の問題のみのしぼって考えていこうとしたが、さまざまなHPを調べて行くうちにその争いの多さに圧倒され、またその問題に取り組んでいる人々の多さにも驚き、世界全体の争いの現状と影響、施されている対策などを調べてみることにした。

２．現状

 海外危険情報      http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/info/joho/index.html  外務省ＨＰより

３．争いの影響

 ＊キルギス日本人鉱山技師拉致事件

キルギス南西部バトケンからの情報によると１７日から１８日にかけてウズベキスタン領の飛び地ソフ周辺で起きたイスラム武装勢力とキルギス政府軍の戦闘で、１９日までに周辺の村落や山から約１０００人の住民がバトケンに避難してきた。この戦闘で地元民１４人が新たに人質にされたが、１０人が解放された。避難民の話では武装勢力側はキルギスやウズベキスタンで拘束されているイスラム原理主義活動家の釈放を人質解放の条件として求めているという。 この戦闘は日本人を人質にしている武装勢力から分裂したグループが起こしたと見られ、日本人人質の解放とは直接、関連していないと分析されている 。武装勢力と合意した解放の条件など、詳しい経緯は分かっていない                                                                                                                                          http://210.130.160.40/paper/special/kyrgyz/990920-02.html  より                               

   直接紛争になったわけではないが、この例は紛争被害の一例だと考えられるのではないだろうか。

周知の事実だと思うが、紛争は代表者のデスク上で行われるものではない。戦争と同じく関係のない住民までも巻き込んでしまう。その影響はもはや述べるまでもないだろう。世界中にあふれている紛争孤児達、難民。少数の権力者の勝手な判断により犠牲になる命は数え切れない。とくに印象深かった話を載せたいと思う。

イランでイスラム革命が起きてシーア派による原理主義運動がくりひろげられる中、隣接国であるイラクの大統領サダム・フセインは国内の１／３をしめるシーア派がイランのそれに影響されて氾濫を起こすことを恐れクウェートに侵攻した。世に言う「湾岸戦争」である。この時、戦車を地雷から守るためにフセインがとった方法は大勢の幼い子供達に戦車の前を歩かせて、戦車より先に地雷を踏ませるという対策だった。どんなに恐ろしいことか。想像しただけで、気分が悪くなるような話だ。しかし、子供達は抵抗しない。

命令されるがままに幼き命を国のために犠牲にするつみなき人々。住むところを失う人々。満足に１日の摂取カロリーを満たすことさえできなくなる人々。明日の命さえ危ぶまれるような状況のなかで平和の世界を夢見ながら生きようとする人々。

実質的に一国を動かす力を持てない人々は、否応無しに権力者の背中を見ながらついていかなければならない。現実を受け入れるしかないのである。下記の左側の絵を見て欲しい。これは「ＡＡＲ難民を助ける会」のＨＰのなかの「地雷の現実」というところに載せられていた物である。イラクの子供が描いた絵だそうだ。
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紛争に遭った子どもが描いた絵                                紛争（地雷）により足を失った子ども 
              「AAR難民を助ける会」   http://www2.biglobe.ne.jp/~aarjapan/activity/mine/gallery.htm  より 

右の写真は実際地雷の被害に遭い片足を失った子供たちの写真である。精神的にも身体的にも深い傷を負った、まだ幼き子供たち。彼らはこれからの長い人生を傷を抱えたまま生きていかなければならないのである。

４．原因について考える
最初に挙げたイスラム現理主義のＨＰから考えたこと。それは、「自由」が私たちの平和を蝕んでいるのではない。信じようとする人々の力を巧みに利用して、その力をみずからの欲望のために使おうとする権力者が存在していることがその原因ではないか？ということだ。実際の現状を見ていてもそう感じられる。

５．対策
  国連からのアプローチ（PKOなど）はもちろん、各先進諸国からのアプローチのそれぞれにある。詳しく述べていると３ページでは終わらなそうなので、私個人が興味を持った非政府組織の活動を載せたいと思う。

・世界宗教者平和会議（World Conference on Religion and Peace）

WCRPは、1970年に京都で創設された世界の主要な宗教の代表者による平和を指向する国際団体であり、国連経済社会理事会の諮問を受ける国連公認カテゴリーⅠ(国際赤十字委員会などと同格)のＮＧＯ(非政府機関)である。本部事務局をニューヨークの国連本部前ＵＮプラザビル内に置き、ジュネーブ・東京・シンガポールに地域事務局を置いている。三十数カ国に国内委員会を持ち、バハイ教・仏教・キリスト教・儒教・ヒンズー教・イスラム教・ジャイナ教・ユダヤ教・神道・シーク教・道教・ゾロアスター教(ABC順）およびアフリカ・南北アメリカ・大洋州の先住民の諸伝統宗教の代表者が参加している世界最大規模の国際的宗教協力団体である。詳しい諸活動は右記のURL参照。          http://www.relnet.co.jp/relnet/brief/r4.htm    より

  宗教紛争が多発している今、世界の宗教のバランスを取るためにも、情報を世界中に行き渡らせるためにもこのような機関の存在は重要だとおもう。
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 ・AAR「難民を助ける会」  Association for Aid and Relief (AAR)   [image: image2.png]
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当会は、１９７９年、日本で初めて難民救済・支援活動を目的に設立したNGOで、 多くのボランティアの方々のご協力の下で運営されています。 当会は国連経済社会理事会（ECOSOC)の特殊協議資格を有し、国内外の難民等の支援活動を通じて、国際協力を推進しています。活動の詳細は右記URLで。   http://www2.biglobe.ne.jp/~aarjapan/activity/mine/gallery.htm 

読んでいて一番心がひかれたHPだった。特に、「愛のポシェット運動」は夢があってよく言われるお金だけの援助を思わせないような運動だと思う。このHPを読んでいて一番印象が強かったのは上に載せた子供たちの写真や絵だった。

６．最後に
   ユネスコのHPで流れている言葉で「戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の中に平和のとりでを築かなければならない」というものがあった。            http://www.unesco.or.jp/   

このような言葉は国を動かす政治家からすると、きれいごとをならべているようにしか聞こえないかもしれないが。しかし、そのような政治家こそこの言葉を深く考えなければならないと思う。資本主義に飲み込まれている現代社会。

本来先頭になって平和を願うべき権力者が自らの利益を求めることに心を奪われたままでは争いなどなくならないだろう。本当の意味での国際協力ができる世界を作っていくことがこれからの課題であるとおもう。

